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学び合いを楽しむ子どもの育成
～算数科の練り上げの場面の充実をめざして～
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国際化、情報化に伴い、グローバル社会の一層の進展や知識基盤社会の到来など、児童たちを取り巻く環境

が大きく変化しています。このような中、広い視野と深い知識をもち、理想を実現しようとする高い志や意欲

をもって、個性や能力を生かしながら、社会の激しい変化の中でも何が重要かを主体的に判断できる人間を育

成していくため、児童たちには、自ら学び、考え、社会の発展に進んで貢献できる力を培っていくことが求め

られています。

武蔵野市では平成27年度から31年度までの5か年で「第二期武蔵野市学校教育計画」を実施し、その中の施

策1で「基礎的・基本的な知識・技能の習得、思考力・判断力・表現力等を育む指導の充実」を掲げ、児童たち

が自ら学び考える力を育成すべく、各校で取組を行っているところです。

このような中、井之頭小学校では、平成26・27・28年度武蔵野市教育課題研究開発校として「学び合いを

楽しむ子どもの育成～算数科の練り上げの場面の充実をめざして～」を研究主題に設定し、精力的に研究に取

り組んできました。

本研究では、少人数指導や習熟度別指導などの指導方法を活用し、小集団や全体解決の場面における「練り

上げの場面」の充実をとおして、主体的に楽しく学び合える児童の育成を目指しています。このことにより、

児童同士の話し合い活動の中で、自分の考えをまとめ、具体的に分かりやすい表現ができる児童が増えたと伺

っています。また、児童が練り上げを行う場面を教師がシナリオ化し、模擬授業を重ねたことで、教師の授業

力の向上につながったとも伺っています。

各学校におかれましては、本校における取組や研究・実践発表の内容を教育活動に取り入れることで、より

一層児童たちに自ら学び考える力を育成していただけるものと確信しております。

結びに、本研究の推進に御尽力いただきました　赤羽　幸子 校長先生をはじめ教職員の皆様の御努力に心か

ら感謝申し上げますとともに、本研究のために温かい御指導・御助言を賜りました講師の先生方に厚く御礼申

し上げます。

あいさつあいさつ

情報化やグローバル化、人工知能の進化といった社会的変化が加速度を増し、今後一層社会が複雑化、多様

化することが予想されます。そんな未来で活躍する児童に、今、身に付けさせたい力として、主体的に学びに

向かい、よりよく問題を解決しようとする力や、対話や議論などの学び合いを通して、根拠を明らかにして自

分の考えを伝えるとともに、相手の考えを理解して、考えを広げたり深めたり発展させたりしていくことがで

きる力が挙げられます。

本校では、平成26・27・28年度の3年間、武蔵野市教育課題研究開発校の指定を頂き、算数科において、

児童が自ら課題を見付け、自ら考える主体的な問題解決とともに、他者と考えを交流し、練り上げる活動を通

して、考えを広げたり、深めたりしながら、よりよく問題を解決する資質・能力を育成する研究をすすめて参

りました。

研究1年目は問題解決型の学習過程の中で主体的に課題解決に取り組む児童の育成に重点を置き、2年目以

降は特に「練り上げの場面」において学び合いの質を高める手だてに焦点を絞り、学び合いの詳細な記録や模

擬授業等を通して、課題の分析と改善を重ねてきています。まだ十分とは申せませんが、発問の工夫、練り上

げの構想、考えの提示方法、ノートの活用等、徐々に成果が見えてきており、算数科に留まらず、日々の授業

の中で活用しながら更なる充実を図っています。

本研究を進めるに当たり御指導いただきました東京家政大学教授家田晴行先生、狛江市立狛江第三小学校校

長渡辺秀貴先生、元杉並区立桃井第一小学校校長愛甲　武先生、多大なるご支援をいただきました武蔵野市教

育委員会の皆様に深く感謝し、お礼申し上げます。また、日頃より本校の教育活動に御理解とお力添えを頂

いております保護者・地域の皆様に感謝申し上げるとともに、今後もよりよい教育実践を目指して研究を深め

ていくことをここにお約束いたします。

はじめにはじめに

宮崎　活志武蔵野市教育委員会　教育長

赤羽　幸子武蔵野市立井之頭小学校　校長
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 学校教育目標
◎すすんで学ぶ子
○心豊かな子
○きたえる子

研究主題 学び合いを楽しむ子どもの育成
～算数科の練り上げの場面の充実をめざして～

主体的に楽しく学び合える児童

練り上げの場面での学び合いの質を高める手だての工夫をすることで、
学び合いを楽しむ児童が育つであろう。

今日的課題
先の見通しが利きにくく不確かで混沌

とした世の中で自分の進むべき道を自ら
切り開いていく力を育てることが必要で
ある。

アクティブ・ラーニングの視点から
学習の見通しを立て、主体的・対話的

な学びを通して課題の発見・解決に取り
組み、学習したことを振り返る活動が重
要である。

児童の実態
・算数が好きな児童が多い。
・算数のよさに気付いている児童が多い。
・自力解決を得意としている児童が多い。
▲話し合いを苦手としている児童が多
い。
▲算数のよさとして、話し合いを挙げて
いる児童は少ない。

研究仮説

目指す児童像

低学年
考えを比べる子

○考えのよさに気付く子
○考えた理由が話せる子

中学年
考えをつなげる子

○考えの違いに気付く子
○分からないことを質問できる子

高学年
考えを高める子

○考えの共通点に気付く子
○より分かりやすく説明できる子

研究内容

≪研究構想図≫≪研究構想図≫
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学び合いの質を高める手だて

問題解決型の学習過程に小
集団学習を組み込む。

「練り上げの場面」とは、小
集団学習と全体解決の場面
のことである。

矢印に示した６つが「学び
合いの質を高める手だて」
であり、それを積み重ねな
がら「主体的に楽しく学び
合える児童」を育てていく。

学び合いとは、自力学習で
の自分の考えを、友達の考
えと比べたり、つなげたり
しながら、高めたり、広げ
たりしていく活動とする。

話し合いは、自分の考えを
相手が理解したり、相手の
考えを自分が理解したりし
ながら、考えをより良くす
る学び合いの１つの手段で
ある。

児童同士で学び合う練り上
げの場面の充実を図り、算
数科の学力向上を目指す。



※周りの手だてをもとに、 授業を構成していく。※周りの手だてをもとに、 授業を構成していく。

　≪学び合いの質を　　高める手だて≫　≪学び合いの質を　　高める手だて≫
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練り上げの類型練り上げの類型

話し合いのヒント話し合いのヒント

学び合いの進め方（教師用）学び合いの進め方（教師用）

練り上げの構想図練り上げの構想図



※周りの手だてをもとに、 授業を構成していく。※周りの手だてをもとに、 授業を構成していく。

授業における手だて授業における手だて

　≪学び合いの質を　　高める手だて≫　≪学び合いの質を　　高める手だて≫
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問  問～問題提示の工夫　

活～算数的活動　

形～学習形態の工夫　

手～話し合いの手順

論～話し合いの論点の明確

発  発～発問の工夫　

提～児童の発表提示方法

取～児童の考えの取り上げ方

板～板書計画

構～構想図

適～適用問題の工夫

 問題提示 見通し 自力学習　

 小集団学習 全体解決 適応問題

学び合いの進め方（児童用）学び合いの進め方（児童用）

ノートのきまりノートのきまり

小集団学習の手順小集団学習の手順



≪実践事例≫

１　第５学年  小数のかけざんを考えよう（2／ 12時間目）５月 11日

手だて（全学年で取り組むことにした手だては赤枠）手だて（全学年で取り組むことにした手だては赤枠） 展開 成果 課題

コースに適した問

題の数値の設定

じっくり：40×2.3

しっかり：80×2.3

すいすい：85×2.4

１mのねだんが○円のリボンが

ある。△m買うといくらか。

「おもちないす」の

「お」「す」「い」に

着目した話し合い

自己評価したり、

学習内容を再確認

したりするための

適用問題

「小集団学習の手

順」の掲示

成果
児童に合った難易度で学習意欲を高めることができた。
学習のねらいを理解できているかについて確認できた。
話し合いのシナリオを作成したことで、押さえなくては
いけないポイントや、話し合いの流れについて、授業者が
見通しをもつことができた。全体解決で、児童はしっかり
と共通点に気付くことができた。

課題
シナリオをつくることで、見通しがも
てる反面、前時だけでなく本時の展開次
第でも大きな変更があることも考えられ
る。話し合いの流れをおおまかに示すよ
うな形式の方が使いやすい。

自分の考えを話した

り、友達の考えを聞

いたりして、互いの

考えを理解しやすい

ようにグループの人

数を設定

話し合いでの発問と

児童の反応を詳しく

想定したシナリオ作

り

かける数が小数の時、整数にし

て考えればよい。

練り上げの
場面
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児童のノートを書画

カメラで写し、それ

を用いて説明

問題把握　

見通し

・小数を整数にする。
・計算のきまりを使う。
・図や数直線を使う。
めあて

計算の仕方を考えよう。

自力学習

・小数を整数部分と小数部分に分
ける。

・それぞれを１０倍し、最後に
１０でわる。

・０．１を単位とする。

小集団学習

グループ学習の手順に沿って、考
えを出し合う。
全体解決　

共通点を見付ける。

まとめ

適用問題



２　第６学年  円の面積の求め方を考えよう（4／ 5時間目）５月 19日

・　 図形を分離で

きる課題提示の工夫 色をぬった部分の面積の求め方

を考えよう。

「おもちないす」の

「お」「ち」「す」「い」

に着目した話し合い

自己評価したり、

学習内容を再確認

したりするための

適用問題

「小集団学習の手

順」の掲示

成果
「おもちないす」を使用したり、どの項目に着目するかを提
示したりすることで、児童は主体的に話し合えるようになった。
より分かりやすく説明するポイントも話し合うことができた。
ペアや３人など習熟に応じた人数構成で小集団学習を行
うことで、全員が参加できるようになった。
シナリオ作成で、話し合いのポイントや、流れの見通し
をもつことができた。

課題
授業者は、習熟度別のコースごとに発問や
関わり方等に差をつけ、児童がより主体的に
話し合えるように工夫しなくてはならない。
想定通りにはならないシナリオではなく、
話し合いの流れをおおまかに示すようにする。
時間内に終えられないこともある。全
体の時間配分が大切である。

ヒントコーナーに

具体物

習熟度別のコースに

よって見通しや

めあてを変更

（見通し）

じっくり：

既習の図形の面積

を全員で計算

しっかり：

公式の確認

（めあて）

すいすい：

１つの式で説明

話し合いでの発問と

児童の反応を詳しく

想定したシナリオ作

り

複雑な形の面積も、形の組み合

わせ方を考えると、これまで学

習した面積の公式を使って求め

ることができる。
「よさ」「共通点・違

い」「きまり」を見

出す発問の工夫

児童のノートを書画

カメラで写し、それ

を用いて説明

話し合いの活発化

をねらった小集団

活動
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問題把握　

見通し

・分けたり、足したり、引いたりする。

・既習の図形を組み合わせる。

めあて

面積を求められる図形の組み合

わせを考えよう。

自力学習

・

・

・

小集団学習

グループ学習の手順に沿って、

考えを出し合う。

全体解決　

「よさ」「共通点・違い」「きまり」

を見付ける。

まとめ

適用問題



３ 第４学年　わり算のしかたを考えよう（15／ 17時間目）６月 9日

コースに適した問

題の数値の設定

じっくり：５本

しっかり：20本

すいすい：37本

３本集めるとおまけが１本もら

えるアイスがある。○本買うと

全部で何本食べられるか。

誤答から、正答を

導き出す過程の丁

寧な取り上げ

「小集団学習の手

順」の掲示

成果
生活場面や既習のわり算を使う問題で、児童は興味をもっ
て考えることができた。
初めからグループにしていたことで友達の考えを聞きや
すい環境だった。
全体の練り上げの場面では、黒板の前に集まったことで、
自然に隣や近くの人と交流ができていた。分からないこと
はすぐに質問することができた。

課題
児童の実態に応じて具体物の準備が必
要な場合がある。
話し合い活動の流れを板書計画として
表したが、構想図にして、児童の考えを
つなぐ教師の発問を詳しく想定する。

黒板の前に全員を集

め、話し合いへの積

極的な参加の促進

話し合い活動の流れ

が分かる板書計画の

作成

自分の考えを話し

互いの考えを理解

しやすいように、

３人グループでの

話し合い

商とあまりの関係が分かると、

身の回りにある課題をわり算で

解決することができる。

考えをつないだり疑

問を解決したりする

一連の流れを明確に

し、話し合いで押さ

えるべきポイントを

踏まえた板書計画の

工夫

児童が黒板に書きな

がら説明
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問題把握　

見通し

・図をかけば求められる。
・わり算の式で求められる。

めあて

計算の仕方を考えよう。

自力学習

・図で考える。
・式で考える。

小集団学習

グループ学習の手順に沿って、考
えを出し合う。
全体解決　

どの答えが正しいかを話し合う。

まとめ

適用問題



「多い」という言葉

に注目させ、簡単

に演算決定をさせ

ずに、葛藤場面を

引き起こすような

問題の提示

２年１組の人数は、29人。１

組は、３組より３人多い。３組

の人数は何人か。

「おもちないす」の

「な」に着目した話

し合い

自己評価したり、

学習内容を再確認

したりするための

適用問題

「小集団学習の手

順」と話型の掲示

「私は、○○算だと

思います。なぜか

というと～だから

です。」

成果
葛藤場面を引き起こすような問題提示をすること

で、児童が思考し、学習意欲を高めることができた。
話型を掲示することで、考えを言うときは、併せ
て理由も話すことが身に付いた。

課題
・　ペア学習の際に、一方が意見を通そうとし
たり、すぐに話し合いが終わったりするペアが見
られた。様々な話し合いをしているペアに対する
教師の支援を工夫する。
構想図をもとに授業でどう実践するかが課題で
ある。そのために模擬授業をしていく。

相手に分かってもら

えるように、自分の

考えを話したり、友

達の考えを聞いたり

して、互いの考えを

理解しやすくするた

めのペア学習

話し合いの流れと、

児童の考えをつなぐ

教師の発問を詳しく

想定した構想図の作

成

どんな計算になるのかは、図を

使うと分かりやすい。「多い」と

書いてあっても引き算で求める

ときがある。

児童が考えを発表す

る際に、画用紙に書

きこみながら全体で

説明

４　第 2学年  どんな計算になるのかな  （2／ 2時間目）６月 15日
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問題把握　

見通し

・図を使う。
・テープ図を使う。
・文章で考える。
めあて

どんな計算になるのか考えよう。

自力学習

・「多い」という言葉に注目して考
える。

・「多い」と書いてあるから29＋
３。

・「３組は、１組より少ない」とい
う意味だから29－３。

小集団学習

ペア学習の手順に沿って、考えを
出し合う。

全体解決　

どんな計算になるのかを考える。

まとめ

適用問題



５ 第３学年　わりざんを考えよう　（7／ 10時間目）７月８日

「どの答えが正しい

か」を話し合うよ

うに指示すること

で、話し合いを焦

点化、活発化

ケーキが２３こある。１箱に４

このケーキを入れる。全部の

ケーキを入れるには、箱は何箱

あればよいか。

成果
習熟度別コースごとの算数的活動が児童の実態に適してい
た。
先に答えの確認があったことで、論点が明確化、焦点化され、
話し合いが活発になった。考えの違いに気付くことができた。
グループごとの記録をとったことで、小集団学習では話し
合いの内容に差があることが分かった。活発な話し合いのた
めに、グループの人数設定は３人が効果的であった。

課題
小集団学習では授業者が話し合いの
内容を丁寧に見とり、効果的な助言等
を検討する必要がある。

誤答から、正答を導

き出す過程の丁寧な

取り上げ

構想図をもとに授業

でどう実践するか、

模擬授業で改善

活発な話し合いに

効果的なグループ

の人数の設定

じっくり：全員

しっかり、

すいすい：３人

グループ解決の記

録をとり、児童の

実態を把握

あまりの意味を考えて、問題に

あった答えを出す。

あまりの意味を具体

的に説明する活動の

充実

じっくり：半具体物

しっかり、すいすい

 ：図
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問題把握　

見通し

・見積もりは５か６くらい。
・図を使う。
・全部入れることは大事。

めあて

計算の仕方を考えよう。

自力学習

・テープ図で考える。
・アレイ図で考える。
・式で考える。
答え・５箱できて３こあまる。
　　・５箱　　・６箱

小集団学習

グループ学習の手順に沿って、考
えを出し合う。

全体解決　

どの答えが正しいかを話し合う。

まとめ

適用問題



「小集団学習の手

順」と話型の掲示

A　説明

私は、○○だと思い

ます。どうしてか

というと、△△だか

らです。

B　感想・質問

いいところ/質問が

あります。

※AとBで交代する。

スクリーンに動画

を映し出し、問題

のイメージをつか

みやすい問題掲示

ねこがバスに９ひきのってい
る。１ぴきおりた。３ひきおり
た。のこりはなんびきか。

成果
問題場面を動画でスクリーンに映して提示したこと
で、猫の数が減り、引き算になることをつかむとがで
きた。
ブロック操作を取り入れたことで、具体物の操作か
ら正しい答えを導き出し、式につなげることができた。
話型を示したことで、積極的にペア学習に取り組み、
互いの考えのよさを伝え合うことができた。

課題
答えが分かる資料まで見せると、問題を解き
たいという意欲やワクワク感が減ってしまうの
で、提示する情報量を限定する。
全員が話せたか、ペア学習が充実しているか
教師が把握するため、考えを話す人は立つこと
にする。

式のイメージ化がス

ムーズにいくための

ブロックでの算数的

活動

３つの数の引き算でも、同じよ
うに１つの式にまとめて、前か
ら順に計算できる。

既習内容を使った考

えの取り上げ

①絵で考えを表現

②指で考えを表現

③ブロックで考えを

表現

④式で考えを表現

６　第１学年　３つのかずのけいさん　（2／ 4時間目）９月 23日
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問題把握　

めあて

どんどんおりるもんだいのとき
かたをかんがえよう。

見通し

・式　・絵　・図　・ブロック
・言葉

自力学習

・絵で描く。
・考えた式をブロックで説明す
る。

・９－１－３

小集団学習

ペア学習の手順に沿って、考えを
出し合う。

全体解決　

問題の解き方について話し合う。

まとめ

適用問題



≪練り上げの場面での指導の工夫≫≪練り上げの場面での指導の工夫≫

１．小集団学習の観察記録を分析して、教師の役割を考える。

２．小集団学習（１・２年は２人、３年以上は３人）の手順や教師の役割を明確にする。

3年
「あまりのあるわり算」

小集団学習小集団学習小集団学習小集団学習

ケーキが２３こあります。１箱に４このケーキを入れていきます。全部
のケーキを入れるには、箱は何箱あればよいでしょうか。

（※）小集団学習の実態把握と教師の助言と目指す児童の姿

授業観察記録

　

分　析

教師の役割

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥

小集団の学習タイプ

発表ができない

意見が合わない

一方がねじ伏せた時

話し合いが深まらない

問題

・誤答２、正答１の場合、正答の考えにはまとまり難い。
・Bが途中で「全部」というキーワードや３個を新しい箱に入れることに気付いているが、
２人はあと１個ないので５箱だと考えている。
・Bの考えに注目させ、問題の意味を再考するような発問をする。
・少数意見でも分かるまで聴くとよいことを伝える。
・問題文を吟味する。

児童の活動

目的を知る
「おもちないす」の重点を考える
順番を決め発表する　発表者は起立する
発表を聴き、感想や意見を返す
目的に応じて話し合う
適用問題を考え、試す

教師の支援

・論点を話す　・話形（のモデル）を提示する。
・「おもちないす」の重点を確認する。
・順番を確認する。　　
・全体決定に挙げる考えの抽出と順序を考える。
・小集団の実態を把握し話し合いを円滑にする発問をする。（※）

適用問題であるか確認する。

教師の助言

・途中まで言ってみましょう。
・一緒に言ってみましょう。
・ノートを見て代わりに言えませんか。
・どんなことが分かりませんか？
・問題や言葉の意味をはっきりさせましょう。
・ちがいや共通点は何でしょうか？
・まとめて言えませんか？
・なぜこれで正しいのですか？
・これでよい、これは誤りと説明できませんか？
・共通なことは何でしょうか？
・どんなことが分かりましたか？
・どんなことが分からないのですか？
・ちがいや共通点を見付けましょう。
・もっと正確、簡単、分かりやすく言えませんか？
・言葉の意味を見直してみましょう。
・まとめてすっきり言えませんか？

児童の姿

・途中まででも自分の考えを
話そうとする。

・分かったことや分からない
ことを自分の言葉で話す。

・友達の考えを要約してから
自分の考えを話す。

・考えを比べて、共通点や違
い、よりよい考えを見付け、
まとめる。

・自分の考えと比べて聴き、
温かい反応をする。
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〈　模擬授業の様子　〉

１．適切な児童の考えの提示方法を選択する。

２．練り上げの場面の構想を改良し全体解決を充実させる。

全体解決全体解決全体解決全体解決

正答の提示の仕方（後出

し、誤答と一緒になど）を

工夫しよう。

練り上げの構想図（前）

練り上げの構想図（後）

発表順は意図的に行おう。

考えの要点をまとめなが

ら違う考えにつなごう。

考えどうしの関係や評価

について発問しよう。

誤答には共感しよう。

式 図・表

つなげよう

言葉

詳細な説明
考えの筋道を重視
次時につなげる
考えを比較・分類できる
小集団学習まとめ時間短縮

画用紙

○
○

◎掲示できる
◎
△

ホワイトボード

○
○
○
◎
○

模造紙

○
○

◎掲示できる
△
△

書画カメラ

◎ノートを全て提示

○
△
△
◎

板書

○
◎書きながら説明

○
○
○

改良して授業実践
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≪実態調査の結果≫≪実態調査の結果≫

・「算数での話し合いは好きですか」では、「好き」「やや好き」の割合が、７１％から７９％に増えた。
・「算数で得意なことは何ですか」では、「話し合い・練り上げ」が２９名、「見通しをもつ」が２５名
増えている。

・「算数のいいと思うところは何ですか」では、「話し合える」が６５名増えている。
・「考えの表し方でよく使うのは何ですか」では、「数直線」が５３名、「文」が４３名、「式」が２０名、「そ
の他」が３５名増えている。

算数での話し合い
は好きですか

質問内容 平成26年度 １１月（３５８名） 平成２８年度 ９月（４１３名）

算数で得意なこと
は何ですか
（複数回答可）

算数のいいと思う
ところは何ですか
（複数回答可）

考えの表し方でよ
く使うのは何です
か
（複数回答可）

（人） （人）

（人） （人）

（人） （人）
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≪算数科　学力調査等の結果≫≪算数科　学力調査等の結果≫

≪成果と課題≫≪成果と課題≫

・東京ベーシック・ドリル診断シートＡ平均正答率は、平成２７年度・２８年度に実施した調査で比較
可能な全ての学年が上昇した。

・算数科における「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の自校の学力分布層は、Ｃ・Ｄ層の合計が
平成２６年度から２８年度にかけて１２％減少した。

研究の成果

・教師が練り上げの質を高める手だてを工夫
したことで、話し合いを「好き」「得意」と思ったり、
算数のよさとして捉えたりする児童が増えたことか
ら、学び合いを楽しむ児童を育てることができたと考
えられる。

・児童は、「小集団学習」「全体解決」での話し合いを徐々
に活発にできるようになり、いろいろな考え方をまと
めていく活動を積み重ねることができるようになっ
た。それにより、算数の特長である「式」や「数直線」
のよさに気付き、より効果的な算数的表現を見付け、
さらに新たな表現方法を見出す姿も見られるように
なった。

・教師は、「小集団学習の授業観察」や「模擬授業」に
より、「練り上げの構想図」を工夫することで、児童
の考えを予想すること、児童の考えをつなげること、
児童の考えの提示方法を工夫すること、問題やめあて
を見直すことなどを重視して授業を改善することがで
きた。

・練り上げの場面を充実させ、児童の主体的な学び合い
を推進することで、算数科の学力の底上げを図ること
ができた。

研究の課題

・「小集団学習」「全体解決」での児童の
主体的な話し合いをつなぐ力を高める
ため、実態把握の方法、効果的な助言
等を検討し、実践していく。

・単元の指導内容や児童の実態を見極
め、効果的に「小集団学習」を取り入
れていく必要がある。

・習熟度別コースの児童の実態に応じ
て、教師の発問や関わり方等を変えて、
児童がより主体的に学び合えるように
工夫しなければならない。

・学び合いを楽しむ児童を育てるために
は、算数科の練り上げの場面の充実を
図るだけではなく、問題の工夫やめあ
てのもたせ方、さらには学び合いの評
価方法も工夫していく必要がある。

・「算数科の練り上げの場面での学び合
いの質を高める手だて」を他教科でも
活用することで、さらに、主体的、対
話的な学びを楽しむ児童を育ててい
く。
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「児童に学び合わせたい」と思っても、その手だてを教えていく必要があります。本校教員は、本研究を進

めながら、「どのように考えればよいか」「何を話せばよいか」など、学び合うための具体的な手だてを、時間

をかけて丁寧に児童へ指導してきました。その結果、児童は学び合いのための基盤が身に付いてきたと感じて

います。「相手に一生懸命に伝えようとする表情」や「分かったときの表情」など、授業中に見られる児童の

生き生きとした様子も、それを表していると思います。学び合いを楽しむことができれば、より主体的な学習

への取り組みにつながります。今後は、算数科の授業に限らず、他教科の授業や学校生活の様々な場面でも学

び合いを実践していきたいと考えています。

また、教員同士の学び合いを深めることができたのも、本研究の大きな成果だと思います。例えば、模擬授

業です。全ての学年で、教員自身が児童役となって模擬授業を行いました。先生役の教員は児童同士の学び合

いをコーディネートしながら授業を進め、児童役の教員は当該学年の児童になりきって自分の考えを発表し

ます。模擬授業後の検討会では、児童が考えたくなる課題やめあての設定、話し合いを活発にする言葉のかけ

方、黒板やＩＣＴ機器の活用方法など、改善点が多く見つかり、実際の授業に生かすことができました。この

ような取り組みを行えたのも本研究のおかげであり、貴重な機会を与えていただいたことに感謝いたします。

最後になりましたが、本研究を進めるにあたり、大変多くの先生方から御指導や御助言を賜りました。こ

こに、改めて御礼を申し上げます。誠にありがとうございました。
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